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第

　

第
2929
回回    

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会    

開
催
開
催

令
和
８
年
度
事
業
計
画　

４
議
案
を
承
認

令
和
８
年
度
事
業
計
画　

４
議
案
を
承
認

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
は
５
月

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
は
５
月
3030
日
、
榛
名
文

日
、
榛
名
文

化
会
館
（
エ
コ
ー
ル
）
に
て
「
第

化
会
館
（
エ
コ
ー
ル
）
に
て
「
第
2929
回
通
回
通

常
総
代
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

常
総
代
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

農
繁
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
代
定
数

農
繁
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
代
定
数

５
３
０
人
中
、
本
人
出

５
３
０
人
中
、
本
人
出

席
１
１
５
人
、
書
面
出

席
１
１
５
人
、
書
面
出

席
２
１
７
人
と
多
く
の

席
２
１
７
人
と
多
く
の

総
代
の
皆
様
が
参
加
し

総
代
の
皆
様
が
参
加
し

ま
し
た
。
牧
野
理
事
長

ま
し
た
。
牧
野
理
事
長

よ
り
「
先
の
見
え
な
い

よ
り
「
先
の
見
え
な
い

中
東
情
勢
が
日
本
経
済

中
東
情
勢
が
日
本
経
済

や
農
業
経
営
に
大
き
く

や
農
業
経
営
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
中
、
当

影
響
を
与
え
る
中
、
当

Ｊ
Ａ
は
原
点
回
帰
と
し

Ｊ
Ａ
は
原
点
回
帰
と
し

て
営
農
経
済
・
金
融
共

て
営
農
経
済
・
金
融
共

済
事
業
に
注
力
し
て
い

済
事
業
に
注
力
し
て
い

く
」
と
挨
拶
。

く
」
と
挨
拶
。

議
長
団
の
榛
名
地
区

議
長
団
の
榛
名
地
区

湯
浅
直
樹
さ
ん
（
写
真

湯
浅
直
樹
さ
ん
（
写
真

右
）、
倉
渕
地
区

右
）、
倉
渕
地
区  

池
田
池
田

功
秀
さ
ん
（
写
真
左
）

功
秀
さ
ん
（
写
真
左
）

の
進
行
に
よ
り
、
令
和

の
進
行
に
よ
り
、
令
和

７
年
度
事
業
報
告
及
び

７
年
度
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
や
令
和

剰
余
金
処
分
案
や
令
和

８
年
度
の
事
業
計
画
な

８
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
４
議
案
を
執
行
部
が

ど
４
議
案
を
執
行
部
が

説
明
。

説
明
。

と
く
に
事
業
計
画
で
は
、
非
常
に
厳
し

と
く
に
事
業
計
画
で
は
、
非
常
に
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和
７

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和
７

年
度
に
お
い
て
は
収
支
改
善
を
役
職
員
一

年
度
に
お
い
て
は
収
支
改
善
を
役
職
員
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
引
き

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
引
き

続
き
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
強
固
に
取

続
き
令
和
８
年
度
に
お
い
て
も
強
固
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
説
明
し
、
全
議
案

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
説
明
し
、
全
議
案

が
可
決
。
第

が
可
決
。
第
1010
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と

次
中
期
計
画
の
２
年
目
と

な
る
大
事
な
年
度
に
向
け
て
「
持
続
可
能

な
る
大
事
な
年
度
に
向
け
て
「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合

い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合

と
し
て
の
役
割
発
揮
」
に
む
け
て
取
り
組

と
し
て
の
役
割
発
揮
」
に
む
け
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
は
、第
10
次
中
期
計
画（
令

和
7
年
～
9
年
度
）
の
2
年
目
に
あ
た
り

経
営
基
盤
の
更
な
る
強
化
と
普
段
の
自
己

改
革
を
一
層
進
め
る
に
あ
た
り
正
念
場
の

年
と
な
り
ま
す
。

金
融
機
関
や
保
険
会
社
な
ど
の
金
利
競

争
が
激
化
す
る
中
で
、「
組
合
員
・
利
用

者
本
位
の
事
業
運
営
」
を
念
頭
に
Ｊ
Ａ
だ

か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
存
在
感
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
自
己
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
指
導
事
業

●
農
業
者
の
所
得
を
増
大
さ
せ
る
た
め
振

興
作
物
を
中
心
と
し
た
農
業
生
産
の
拡

大
。

●
振
興
作
物
を
軸
と
し
た
複
合
品
目
経
営

の
提
案
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
充

実
。

●
市
、
県
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
と

連
携
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
営
農
経
済
渉
外
）

を
中
心
と
し
た
営
農
支
援
体
制
の
基
盤

強
化
。

■
信
用
事
業

●
農
業
・
く
ら
し
・
地
域
の
メ
イ
ン
バ
ン

ク
化
に
向
け
た
営
業
力
の
強
化
と
相
談

機
能
体
制
の
構
築
な
ら
び
に
金
融
犯
罪

対
策
へ
の
取
り
組
み
。

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
始
め
と
し
た
事
業
間
連
携
に

よ
る
情
報
収
集
と
共
有
に
よ
り
農
業
関

連
資
金
と
附
帯
取
引
の
拡
大
。

■
共
済
事
業

●“
寄
り
添
う
活
動
”（
３
Ｑ
活
動
）
を

通
じ
た
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
保

障
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

●
組
合
員
・
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
た
め

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
強
化
と
適

正
な
事
務
手
続
き
の
徹
底
。

■
購
買
事
業

●
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
組
織
力
を
活
か
し
た
仕

入
れ
機
能
の
強
化
に
よ
る
生
産
資
材
コ

ス
ト
削
減
へ
継
続
し
た
取
り
組
み
。

●
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化

に
合
わ
せ
た
生
活
商
品
の
提
供
。

■
販
売
事
業

●
系
統
機
関
と
の
連
携
と
販
売
担
当
者
の

育
成
に
よ
り
、
市
場
交
渉
力
の
向
上
と

有
利
販
売
へ
の
実
現
。

●
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
や
直
売
所
の
品
揃
え

充
実
に
よ
る
取
扱
い
強
化
と
Ｐ
Ｒ
活
動

に
よ
る
付
加
価
値
向
上
。

第
１
号
議
案　
令
和
７
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　
令
和
８
年
度
事
業
計

画
設
定
の
件

第
３
号
議
案　
令
和
８
年
度
賦
課
金

の
額
並
び
に
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び

方
法
決
定
の
件
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　
令
和
８
年
度
に
お
け

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

附
帯
決
議

第第
2929
回　
通
常
総
代
会
議
案

回　
通
常
総
代
会
議
案

令
和
8
年
度 

事
業
計
画（
抜
粋
）

◀�挨拶する議長団◀�挨拶する議長団
（写真右）と質疑（写真右）と質疑
を交わす総代さんを交わす総代さん
（写真左）（写真左）

などなど
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行
い
、
有
利
販
売
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

再
確
認
。
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
担
当
者
か
ら

は
他
県
の
令
和
８
年
度
の
梅
の
情
勢
を
報

告
。
翌
日
の
出
荷
予
約
数
量
を
で
き
る
限

り
正
確
に
報
告
い
た
だ
け
れ
ば
市
場
な
ど

へ
の
価
格
交
渉
も
で
き
る
た
め
協
力
を
お

願
い
し
た
い
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
西
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・

園
芸
課　

武
藤
補
佐
よ
り「
病
害
虫
防
除
」

と
「
陥
没
症
対
策
」
が
あ
り
、
参
加
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
梅
の
出
荷
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

月
17
日
、高
崎
市
群
馬

支
所　

東
側
駐
車
場
に
て

「
ぐ
ん
ま
青
空
マ
ル
シ
ェ
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、ま
さ
に
イ
ベ

ン
ト
日
和
の
快
晴
。玉
ね
ぎ
の
詰
め

放
題（
一
回
１
０
０
円
）、オ
ニ
オ
ン

ス
ー
プ
の
無
料
配
布
や
地
元
の
空

手
道
場
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
−Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の

生
徒
さ
ん
に
よ
る
空
手
の
型
の
披

露
、群
馬
町
和
太
鼓
保
存
会
に
よ
る

演
奏
な
ど
、盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。当
イ
ベ
ン
ト
は「
ぐ
ん
ま
青

空
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
」と
し
て

Ｊ
Ａ
、群
馬
町
商
工
会
、高
崎
市
群

馬
支
所
建
設
課
・
地
域
振
興
課
が

協
力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
と
地
域
の
商
工
会
参
加

企
業
の
活
性
化
、そ
し
て
消
費
者

と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
、平

成
30
年
か
ら
年
３
～
４
回
ほ
ど
都

度
開
催
。次
回
の
開
催
は
10
月
25
日

（
日
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５ 快晴の空の下
「ぐんま青空
マルシェ」開催

良質出荷に
向けて
梅出荷総会・
会議開催

▲はるな梅部出荷総会にて

◀◀真剣なまなざしで、実技を確認真剣なまなざしで、実技を確認

良質な
梨栽培に
向けて
新梢
適正管理学ぶ

名
地
区
の
里

見
・
里
東
梨

Ａ
は
ぐ
く
み

は
る
な
梅
部

は
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

に
て
５
月
７
日
に
、
同

み
さ
と
梅
部
は
箕
郷
町

に
あ
る
梅
選
果
場
に
て

18
日
に
、
令
和
８
年
の

出
荷
に
あ
わ
せ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
員
が
一
堂

に
集
ま
り
、
申
し
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

各
部
会
長
よ
り
令
和

８
年
の
作
況
調
査
で

は
、
今
ま
で
に
な
く
、

良
い
作
況
指
数
を
示
し

て
お
り
、
豊
作
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
良
質
な
梅
の
販

売
に
向
け
て
適
切
な
温

度
内
で
の
収
穫
や
丁
寧

な
選
別
・
選
果
、
収
穫

後
の
低
温
管
理
な
ど
を

部
会
は
５
月
18
日
、
倉
橋
英

雄
さ
ん
の
園
地
に
て
梨
の
新

梢
管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
新
梢
管
理
は
受
光
、
通

風
環
境
を
改
善
し
て
、
果
実

の
着
色
や
果
実
糖
度
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
行
い
、
側

枝
や
予
備
枝
の
葉
を
ど
の
よ

う
に
残
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

適
期
を
逃
さ
ず
作
業
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

県
西
部
農
業
事
務
所
担
い

手
・
園
芸
課
の
武
藤
彰
宏
補

佐
が
、
摘
心
、
病
害
虫
防
除

な
ど
、実
技
を
交
え
て
説
明
。

生
産
者
は
一
つ
の
実
に
何
枚

く
ら
い
葉
を
残
す
の
か
な
ど

意
見
交
換
。
高
品
質
な
果
樹

生
産
に
向
け
て
、「
適
正
着

果
と
病
害
虫
防
除
が
販
売
を

左
右
す
る
」
と
気
持
ち
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
管
内
で
は

久
留
馬
総
合
選
果
場
や
国
道

４
０
６
号
（
通
称
＝
く
だ
も

の
街
道
）
沿
い
な
ど
に
並
ぶ

生
産
者
の
直
売
店
で
販
売
し

ま
す
。

榛

Ｊ
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西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

286

農
作
物
の
残
留
農
薬
基
準
の
超
過
事
例

や
農
薬
事
故
は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
が
発
生
す
る
と
、
出
荷
物
の
回
収
や

廃
棄
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
の
健
康
上
の

被
害
や
産
地
の
信
頼
を
失
う
問
題
に
も
な

り
ま
す
。
安
心
安
全
な
農
作
物
を
生
産
す

る
た
め
、
適
正
な
使
用
と
保
管
管
理
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
農
薬
の
使
用
基
準
の
確
認

農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
、
必
ず
ラ
ベ

ル
を
確
認
し
、
使
用
基
準
（
適
用
作
物
、

希
釈
倍
数
、
使
用
時
期
、
総
使
用
回
数
な

ど
）
を
守
っ
て
使
用
し
ま
す
。

２
．
農
薬
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
防
止

農
薬
使
用
時
は
、
使
用
す
る
田
畑
に
隣

接
す
る
住
宅
地
や
周
辺
農
作
物
に
農
薬
が

飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
特
に
風

の
強
い
日
は
飛
散
し
や
す
い
た
め
、
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

３
．
農
薬
使
用
状
況
の
記
録

農
薬
使
用
後
は
、
そ
の
内
容
を
記
録
し

て
保
管
し
ま
す
。
記
録
は
、
農
薬
の
使
用

状
況
を
後
か
ら
確
認
す
る
際
、
農
薬
を
適

正
に
使
用
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
貴
重
な

資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防
除
計
画
作

成
時
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

４
．
防
除
器
具
の
洗
浄

農
薬
散
布
後
も
、
防
除
器
具
内
に
は
薬

液
が
残
っ
て
い
ま
す
。
散
布
後
は
速
や
か

に
、
ホ
ー
ス
内
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
薬
液

タ
ン
ク
を
洗
浄
し
、
農
薬
の
残
留
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
洗
浄
の
際
は
、
洗
浄
水
が
河

川
や
用
水
路
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
農
薬
の
保
管
と
適
正
処
分

農
薬
を
適
正
に

使
用
し
ま
し
ょ
う

最終有効年月を過ぎたものは使用しな
いようにしましょう。

示された時期以外には使用できません。

定められた濃度より
も濃くしたり、定め
られた使用量より多
く使用することはで
きません。

記載されている作物
以外には使用できま
せん (注 )

注意事項もよく読み、安全に使
用しましょう。

❹ 使用時期

登録番号のないものは農薬として使用できません。
❶ 登録番号

❸ 希釈倍数・使用量

❷ 適用作物

❻ 最終有効年月

定められた回数より多く使用することはできません。
違う農薬でも同じ有効成分を含んでいる場合があり
ますので、注意が必要です。

❶～❺については必ず
守らなければいけないよ。
農業を正しく使った後は、
使用履歴に記帳しよう !

❺ 使用回数

❼ ❽

図　農薬使用上の注意事項
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あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

エンダイブ
ほろ苦い風味を
楽しむ

レ
タ
ス
の
仲
間
で
、
一
般
に
は

葉
が
縮
れ
葉
先
に
は
深
い
切
れ
込

み
の
あ
る
結
球
し
な
い
タ
イ
プ
で

す
。苦

さ
が
あ
る
野
菜
の
た
め
、
軟

白
と
い
っ
て
、
収
穫
前
に
外
葉
を

ま
と
め
て
ひ
も
な
ど
で
縛
り
、
葉

の
内
部
を
日
光
に
当
て
な
い
よ
う

に
し
て
白
く
仕
上
げ
る
と
、
葉
の

苦
さ
が
和
ら
ぎ
、
ほ
ろ
苦
さ
を
残

し
な
が
ら
も
食
べ
や
す

く
な
り
ま
す
。

［
栽
培
時
期
］ 

15
～
20

℃
が
生
育
適
温
で
す
。

レ
タ
ス
よ
り
比
較
的
暑

さ
・
寒
さ
に
強
い
で
す

が
、
酷
暑
期
と
厳
寒
期

の
生
育
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
中
間
地
・

発
芽
後
に
混
み
合
っ
て
い
る
所
を
間
引

き
、
本
葉
２
枚
頃
に
１
本
に
な
る
よ
う
に

間
引
い
て
、
本
葉
４
、５
枚
の
苗
に
仕
上

げ
ま
す
。
苗
を
多
く
作
る
と
き
は
、

１
２
８
穴
セ
ル
ト
レ
ー
か
25
連
結
ポ
ッ
ト

を
使
い
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。

［
植
え
付
け
・
追
肥
］ 

栽
培
床
を
平
ら
に

し
、黒
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
。
条
間
45
㌢
、

株
間
30
㌢
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
２
）。

追
肥
は
植
え
付
け
後
１
カ
月
を
目
安
に
シ

ー
ト
を
め
く
っ
て
、
１
平
方
㍍
当
た
り
化

成
肥
料
約
50
㌘
を
施
し
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］ 

高
温
期
に
ア
ブ
ラ
ム
シ

な
ど
が
発
生
し
ま
す
が
、
比
較
的
病
害
虫

は
少
な
い
野
菜
で
す
。

［
収
穫
］ 

葉
の
広
が
り
が
隣
の
株
と
触
れ

合
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
外
側
の
葉
を
持

ち
上
げ
て
ま
と
め
、
上
の
方
を
ひ
も
で
縛

り
ま
す
（
図
３
）。
１
、２
週
間
縛
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
の
当
た
ら
な
い
内
部
の
葉

が
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
ま
す
（
軟
白
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
か
ら
収
穫
す
る
と
、
葉

の
苦
さ
が
和
ら
ぎ
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す

（
図
４
）。

暖
地
の
種
ま
き
適
期
は
３
月
と
８
、９
月

で
す
。
最
も
適
し
て
い
る
の
は
、
８
月
中

下
旬
ご
ろ
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
種
ま
き
し
、
９

月
中
下
旬
に
植
え
付
け
、
11
、
12
月
に
収

穫
す
る
作
型
で
す
。

［
品
種
］ 

葉
が
細
長
く
、
切
れ
込
み
の
あ

る
縮
葉
タ
イ
プ
と
、
切
れ
込
み
が
な
く
幅

広
の
広
葉
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で

多
く
栽
培
・
流
通
し
て
い
る
の
は
縮
葉
タ

イ
プ
で
、
商
品
名
と
し
て
は
「
エ
ン
ダ
イ

ブ
」「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ル
ド
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
広
葉
タ
イ
プ
で
は
「
ス
カ
ロ
ー

ラ
」
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］ 

植
え
付
け
２
週
間
前
ま
で

に
、
１
平
方
㍍
当
た
り
苦
土
石
灰
約

１
０
０
㌘
を
ま
き
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お

き
ま
す
。

次
に
、
植
え
付
け
１
週
間
前
に
、
１
平

方
㍍
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
約
２
０
０
㌘
と
堆
肥
約
２
㌕
を
施

し
て
よ
く
耕
し
、
幅
70
～
80
㌢
、
高
さ
5

～
10
㌢
の
栽
培
床
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
・
間
引
き
］ 

７・５
～
９
㌢
の
ポ

リ
ポ
ッ
ト
に
４
、５
粒
の
種
を
ま
き
ま
す
。

農
薬
は
計
画
的
に
購
入
し
、
必
要
以
上

の
農
薬
を
長
期
間
保
管
し
な
い
こ
と
が
肝

心
で
す
。
盗
難
、
紛
失
、
誤
用
を
防
ぐ
た

め
、
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
や
倉
庫
で
保
管

し
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
の
小
分
け
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
別
の
容
器
へ
の
移
し
替
え
は

誤
使
用
・
誤
飲
な
ど
の
原
因
と
な
る
た
め
、

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、 

農
薬
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
。
期
限
の
切
れ
た
農
薬
は
、
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
使
用
し
な
く
な
っ
た
農

薬
や
空
容
器
は
、
廃
棄
物
と
し
て
適
正
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
お
わ
り
に

令
和
か
ら
の
国
内
残
留
農
薬
基
準
値
超

過
事
例
を
見
る
と
、
原
因
の
37
％
が
使
用

基
準
違
反
、
24
％
が
ド
リ
フ
ト
、
22
％
が

器
具
の
洗
浄
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

薬
使
用
前
に
ラ
ベ
ル
を
十
分
確
認
し
、
器

具
を
丁
寧
に
洗
浄
す
る
こ
と
で
、
超
過
事

例
の
半
数
以
上
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
農
薬
は

使
用
基
準
を
守
り
、
適
正
に
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
農
薬
使
用
時
の

参
考
に
な
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い

（
西
部
農
業
事
務
所 

担
い
手
・
園
芸
課

野
菜
係　

林　

茜
音
） 

QRコード１
ぐんま病害虫ライブラリー

QRコード３
日本農薬工業会

QRコード２
群馬県ホームページ

（病害虫発生予察情報一覧）
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被覆期間

３か月

６か月

１年

掛 金 等

１,５２３円

２,１４３円

３,３７５円

補 償 額

　

２６５,２８０円

6JAはぐくみ



ＪＡはぐくみディサービスセンターは令和８年４月１日より

「スマイルデイ まなか」 に変わりました。

同じ場所で、同じスタッフが対応していますので、
引き続きご利用ください。

Ｊ Ａ は ぐ く み か ら の お 知 ら せＪ Ａ は ぐ く み か ら の お 知 ら せ

本　　店　（金融共済部） ☎027-344-1332　　　
榛名支店　☎027-374-0039　倉渕支店　☎027-378-3407　群馬支店　☎027-373-2355

ＪＡはぐくみ

※個別相談ですのでお一人様30分程度のお時間を予定しています。待ち時間なく

ご相談させていただくため、ご来店前にお電話によるご予約をお願いいたします。

　ご相談は当 JAの年金担当者が承ります。日程については変更の場合もございます。

□「ねんきん定期便」、「年金請求書」など
　　　　　　日本年金機構や共済組合、基金などから届いた書類
□「年金手帳」
□「年金証書」（現在年金をお受取中の方）
□「みとめ印」
年金に関する書類はご本人・配偶者様分をご持参ください。

年金相談会に関するご予約やお問い合わせ

～年金相談会にご来場いただく際にお持ちいただくもの～

開 催 日

７月11日(土)

開 催 時 間

９：00～11：30

会　　場

本　店
高崎市菊地町５５６－１

令和８年 JAはぐくみ無料年金相談会令和８年 JAはぐくみ無料年金相談会

〈お問い合わせ先〉
パナケア真中株式会社　在宅ケア事業本部
〒370-3533　群馬県高崎市保渡田町1622番地
TEL：027-350-3355（代） 
FAX：027-388-0180　担当：細野
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6月号
●編　集／ＪＡはぐくみ編集委員会

総務企画課　027‐344‐1331

●発　行／はぐくみ農業協同組合 令和８年６月10日 発行

●発行人／〒370 ‐ 0084 高崎市菊地町556番地1 代表理事理事長 牧野　耕一郎
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●組合員数	 6,934人
　（うち准組合員	 3,426人）
●出資金	 9億9,977万円
●貯金総額	 515億7,413万円
●貸出金総額	 68億4,826万円
●長期共済保有額	 1,466億4,180万円
●農産物販売総額	 2億230万円
●購買品供給総額	 2億8,251万円

青果物受付の休日カレンダー

４月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信・二階堂慎法律事務所より顧問弁護士を
お迎えして法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ
本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

7 816（木）・ 20（木）

2026 2026

6／1月▶8／31月
お取り扱い期間

2026

■貯金の対象：スーパー定期（単利型）（新規契約1年）
■個人のお客様に限らせていただきます。
■適用金利ごとの条件
　●年0.85％適用の方（ニューマネー限定＋組合員）
本定期貯金の預入日からさかのぼって90日以内に、他金融機関等からのお振込みまたは
現金でご持参いただいた資金が対象となります。なお、当JAに既に預入されている
各種貯金を解約もしくは出金し、他金融機関等を経由させた資金は対象外となります。

　●年0.55％適用の方（組合員）
　　当JAに既に預け入れいただいている定期貯金からの預け替えはできません。
■ATM・IB（インターネットバンキング）による預け入れは対象外となります。
■利子税について
　適用金利　預入時の約定利率を満期日まで適用します。自動継続の場合には、原則として
　　　　　　この定期貯金の自動継続時の約定利率を当該満期日まで適用します。

　利払頻度　満期日以後に一括して支払います。
　計算方法　付利単位を１円として１年を365日とする日割計算をします。
　税　　金　個人のお客様は20.315％（※国税15.315％、地方税5％）分離課税
　　　　　　※2037年12月31日までの適用となります。
　金利情報　
　の入手方法

■満期日以前に解約された場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率により計算された利息ととも
に払い戻しいたします。
■詳しくは最寄りの支店または本店へお問い合わせください。
■金利情勢等の変化により、適用金利が変更となる場合やお取り扱いを中止させていただ
く場合があります。

ニューマネーとはJAはぐくみ
以外（他金融機関等）から新た
にお預けいただく資金です。

ニューマネー限定
●出資金1,000円以上（一口：1,000円）
●JAはぐくみ管内にお住まいの方、お勤めの方 等。
●継続してJAの事業を利用していただける方。

組合員への加入条件

適用
金利 0.850.850.850.85年年年年 %%%%

組合員

ニューマネー限定

税引き後年0.677％税引き後年0.677％

適用
金利 0.550.550.550.55年年年年 %%%%

組合員限定
特別金利
組合員限定
特別金利

税引き後年0.438％税引き後年0.438％

金利は店頭の表示ボードに表示しています。

定 期 貯 金
契約期間1年

契約額50万円以上
1000万円以内（単利型）

募集金額10億円


